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ごあいさつ
水コン協中部支部　支部長　庄 村　昌 明

水コン協（全国上下水道コンサルタント協会）中部支部は、1985年
の社団法人「全国上下水道コンサルタント協会」の設立と同時に、東海

4県と北陸・信越５県の中部地域を束ねる支部として設置され、40年の節目を迎えました。
1971年、全国に先駆けて中部地区水道コンサルタント協議会が創設され、その3年後、業界
の総力を結集すべく全国上下水道コンサルタント協議会連合会が設立され、現在の水コン協
に至っています。この間、中部支部が上下水道インフラを担う団体として継続できたことは、
これまで携わった多くの諸先輩のご尽力の賜物であり、心より深く感謝申し上げます。
40年前当時は建設の時代で上下水道の普及・拡大に努めてきましたが、現在では既存施設

の維持管理や更新が中心となり、水コン協に求められる役割も大きく変化してきました。最近
では人口減少社会の中、老朽化対策や地震・豪雨などの自然災害への備え、脱炭素社会の
構築なども進めなければなりません。水コン協中部支部の会員は、様々な課題解決の提案を
通して、地域における上下水道インフラの守り人として、その責務を果たすよう一丸となって
貢献してまいります。
関係者の皆様には、今後ともなお一層のご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

水コン協中部支部の歩み（概略年表）

1971年(昭和46年) 　中部地区水道コンサルタント協議会（任意団体）設立

1974年(昭和49年) 　全国上下水道コンサルタント協議会連合会（任意団体）に加入

1981年(昭和56年) 　全国上下水道コンサルタント協会 中部支部（任意団体）

1985年(昭和60年) 　(社団法人) 全国上下水道コンサルタント協会 中部支部 設立

2005年(平成17年) 　20周年記念式典、エアリス発行

2011年(平成23年) 　（一般社団法人）全国上下水道コンサルタント協会 中部支部に移行

2018年(平成30年) 　（公益社団法人）全国上下水道コンサルタント協会 中部支部に移行

2025年(令和 7 年) 　40周年記念式典（記念講演、記念誌等）

暦　年 内　　容 



水コン協中部支部の活動概要

１．目 的
水コン協(全国上下水道コンサルタント協会)は、上下水道の施設整備に貢献することにより、水と環境

を守り、広く社会公共福祉の増進に寄与することを目的としています。
当支部は、公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会の定款の目的に沿うとともに、さらに中部地

区における上下水道コンサルタント業のより健全な発展と会員の技術の向上につとめ、相互の親睦をはか
り、事業の発展に寄与することを目的としています。

２．活動組織
水コン協中部支部は幹事による運営委員会を始め、総務部会（総務・広報委員会、倫理委員会、厚生委員

会）、技術部会（技術・研修委員会、上水道委員会・下水道委員会）、対外活動部会（対外活動委員会、災害時
支援委員会）で活動を行っています。

３．全体協議会（総会）
毎年５月に通常全体協議会（総会）を開催し、会員に向けて前年

度の支部活動報告を行うとともに、当年度の事業計画および予算
案について審議をいただいたうえで予定事業を執行しています。
（写真上段 ： 通常全体協議会、下段 ： 意見交換会（懇親会））

４．運営委員会（役員会）
水コン協中部支部の各委員会活動の進捗および実施報告等に

基づいて、支部活動の情報共有を図るとともに、水コン協本部の委
員会活動をとおした連絡・連携・調整のため、運営委員会（役員会）
を年6回程度開催し円滑な支部事業運営に努めています。
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5．各委員会の主な活動

（1）総務・広報委員会

・出前授業 [育成]
名古屋市立栄小学校4年生を対象に、「下水道の仕組

み」「正しい使い方」「水コンサルタントのお仕事」について
授業を行います。委員が講師（下水道橋博士）となりクイ
ズと実験を交えた楽しい授業は好評をいただき、第1回
（H26年）から途中コロナ禍にも負けず11年連続開催を
継続しています。

・下水道関連イベントへの出展 [育成・広報]
愛知県、富山県が主催する下水道関連イベント（夏まつ

り、下水道フェア）に協会ブースを出展し「中部各地のボト
ル水」をゲームの景品として配布しながら協会活動のPR 
を行います。H19年～延べ14回の出展を数え、暑さ厳し
い時節の開催となるなか毎年多くの親子連れで賑わって
います。

・森造り協力事業（水源涵養事業）[育成・社会貢献]
長野県木曽町にてH18年から延べ15回（H30年～木

曽町と当協会の共催）「森造り協力事業（水源涵養）」を行
っています。毎年会員企業から多くの皆さまにご参加い
ただき、間伐や枝打ちなどの活動をとおして森林の公益
的機能の維持に貢献しています。

（2）倫理委員会

・倫理講習会（技術講習会併催）[資質向上]
毎年、技術委員会と共催して１講演を倫理講習会として開催しています。演題としては、技術者倫理、ハラ

スメント、メンタルヘルス、労働環境等を取り上げ、弁護士や社会保険労務士などの専門家を講師として開
催しています。昨今、働き方改革をはじめとする労働環境の改善・向上への関心が高まるなか、倫理委員会
としては業界として「労働者ファースト」への意識改革を進める一助となるよう啓発活動を続けています。

・5団体共催コンプライアンス講習会 [資質向上]
建設コンサルタンツ協会、全国上下水道コンサルタン

ト協会、日本補償コンサルタント協会、愛知県測量設計業
協会、中部地質調査業協会の５団体の共催により、毎年秋
にコンプライアンス講習会を開催しています。公正取引
員会に講師を務めていただき、演題として独占禁止法、下
請法、入札・契約制度等の時事問題に係る留意点につい
て事例と合わせて紹介し、上下水道事業のサプライチェ
ーン全体の健全な維持、付加価値向上に努めています。



（3）厚生委員会

・親睦旅行会（技術見学会併催） [親睦活動]
技術見学会と併催で親睦旅行会を開催しています。お

城や博物館など、ご当地の歴史や文化に触れ、親睦を深
めることはもちろん、上下水道技術以外の知識と感性を
磨き、幅広い魅力のあるコンサルタントとしての人間力醸
成に寄与しています。

・若手研修会 [資質向上]
次代を担う若手社員を対象に水コンサルタントの役割

や使命の理解、若手社員同士の交流等を目的として、令
和６年度より若手研修会を開催しています。会員企業から
多くの若手社員にご参加いただき、ワークショップやグル
ープディスカッションにより、互いに刺激・共感し合える場
を提供しています。

・ボーリング大会 [親睦活動]
会員企業の親睦と健康増進の一環として、延べ26回の

ボーリング大会を開催しています。新入社員のフレッシュ
なエネルギーからベテラン社員の熟練の技まで、幅広い
メンバーが一同に会し、毎年各レーンでは笑顔と歓声が
絶えない和やかな雰囲気が広がっています。

（4）技術・研修委員会

・技術講習会（倫理講習会併催）[育成・資質向上]
上下水道技術者の技術力向上・情報共有の機会とし

て、技術講習会を毎年開催しています。会員の皆さまが興
味を持たれているだろう旬の題材をテーマに選定し開催
しています。令和６年度は上下水道インフラの老朽化対
策・災害対策に着目して講習会を開催しました。

・下水道事業研修会 [資質向上・要望]
各自治体の下水道事業に係る現状や課題について、十

分な理解と共有を図り、年々多様化していく発注者のニ
ーズにより適格にお応えしていくため、中部地区９県を対
象に下水道事業研修会を開催しています。平成5年度か
ら延べ27回開催しています。

・技術見学会（親睦旅行会併催）[資質向上]
上下水道関連の施設のほか、水環境に関する様々な施

設等を視察・見学する技術見学会を開催しています。親睦
旅行会と併催しており、会員の見聞を広げ親交を深める
一助となっています。近年では次の施設を対象に実施し
ました。
（R5）岐阜県岐阜市鏡岩水源地
（R6）岐阜県恵那市小里川ダム（写真）



（5）上水道委員会・下水道委員会 [技術]

本部委員会と連携して上下水道設計に係
る歩掛の新設や改訂に取り組んでいます。

（6）対外活動委員会

・意見交換会 [要望・意見交換]
前述の「下水道事業研修会」内で行われる

各自治体担当者との意見交換会において、下
水道事業やコンサルタント業務に関する課題
やテーマについて、毎年「要望と提案」（右図）
として上程し意見を交わしています。

・愛知県および名古屋市との意見交換会[要望・意見交換]
当会は平成29年から途中新型コロナによる中断をはさみ毎年行っています。意見交換会では「要望と

提案」および毎年話題となる「テーマ」について意見を交わしています。

（7）災害時支援委員会

・災害時支援協定の締結 [災害支援]
災害時に支援可能な会員会社を被災自治体に紹介することと選任された会員が実施する業務につい

て定めた技術支援に関する協定を締結しています。
中部支部と協定締結自治体等：県一括の5県の市町村(153自治体)も含め162自治体(R7.3.31時点)

・令和6年能登半島地震の対応 [災害支援]
令和6年に発生した能登半島地震では、北陸4県28自治体を対象に支援可能な会員会社の紹介と情報

収集･発信を行いました。R6.1月～12月における会員会社からの支援人数は延べ15,800人にのぼり、支
援会社数も16社となりました。災害査定設計に関してはR6.12月に終了しましたが、1月以降引き続き詳
細設計を行っています。

6．その他の活動

・講師派遣
自治体等の要望に応じて、中部支部の会員等が講師として講習会や勉強会に参加しています。

・身近な水環境の全国一斉調査(河川のCOD) [育成・社会貢献]
毎年６月上旬に、水コン協中部支部として参加しています。

・大学での業界説明会に参加（岐阜大学）[育成]
毎年６月中旬に、３年生の学生を対象に広報誌「水コンサルタントに

なろう」（右図）を用いて業界ＰＲとその魅力を発信しています。

・「水コンサルタントになろう」、「会員会社採用情報資料」送付
毎年、中部地区の大学・高専へ送付しています。[育成]

・協会誌「水坤」の送付 [調査研究]
本部にて年２回(新春号、夏号)を発刊され、会員・自治体へ配布して

います。また、中部地区自治体や支部会員に執筆をお願いしています。

・会員への各種情報発信（水コン協本部と連携）
「水コンサルタントになろう（表紙）」
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働きやすい職場環境

水コンサルタント各社は働きやすい職場環境を目指し、ノー残業
デーの促進や発注者に適正な工期確保等を要望しています。

多様で充実した教育研修

水コンサルタント各社は、研修を
通じて次世代人材の育成に努めて
います。
水コン協では人材育成を目的に技
術講習会や若手研修会、施設見学
会等を開催しています。

若手社員研修会(水コン協)

環境保全と社会貢献

一般市民や子どもたちも参加する水環境保全等の社会貢献活動や、
広報活動を通じて、上下水道の水環境保全における役割等について
の理解促進を図っています。

仙台市下水道フェア(水コン協)耶馬の森林植樹 作業風景(水コン協)

水コンサルタント各社は、社員がよりよい環境で、より高いレベルにスキルアップし、
また日々生きがいを持って仕事に取り組めるよう、様々な視点から多様なサポートを行っています。

人口の増減、産業の誘致、自然環境の変化など、さまざまな要因によっ
て、街は姿を変えていきます。そして、その時代に必要とされる水インフ
ラの姿も変わっていきます。街全体の未来像が創造されていく中で、知識
や技術、アイデアをもとに、将来の水インフラがどうあるべきなのかを多
様な視点から検討し、水という側面から街の未来の姿を描いていく。それ
が水コンサルタントです。

街の未来を描き、

水道や下水道は重要なライフラインの一つです。たえず最善の機能
が維持される中で、役に立つものです。それだけに水コンサルタント
が果たす社会的な役割は大きく、人々の安全・安心なくらしを支える
仕事といえます。また、近年の重要課題である「災害に強い街づく
り」においても、水コンサルタントは不可欠の存在。さらに災害時に
おいては、被害状況の把握から復旧方法の検討、設計まで、一日も早
い復旧に向けて水コンサルタントが大きく関わっていきます。

安全で豊かな
地域社会のために、

水インフラとは、管路、浄水場、下水処理場、ポンプ場などであり、水
道・下水道に関わるすべてが水コンサルタントの対象です。また、土
木をはじめとした、幅広い専門分野の技術が集結された知識とアイ
ディアをもって考える仕事です。しかも、正解は一つだけではありま
せん。水コンサルタントの数だけ導き出されるプランがあります。

つくり
支えていく仕事。

水コンサルタントの仕事

水コンサルタントの職場

〒116-0013  東京都荒川区西日暮里五丁目26番8号 スズヨシビル7階
TEL:03(6806)5751　FAX:03(6806)5753　https://www.suikon.or.jp/

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会
（通称：水コン協 AWSCJ）

Association Of Water And Sewage Works Consultants Japan

豊かな地球 水のあるくらし －私たちの原点です

サステナブルな社会に向けて
水コンサルタント各社は、水と環境のコンサルティング業務を通じて、SDGsを推進しています。
SDGs（Sustainable Development Goals）は、2015年9月のニューヨーク国連サミットにて採択された
国際社会共通の目標で、2030年までに気候変動や格差是正などの幅広い課題の解決を目指しています。

上下水道のコンサルティングを通じて快適な生活環境や水域の生態保全、
安全な街づくりなど持続可能な社会の実現に貢献しています。

話を聞けば、きっと新しい発見があるはず。

YesNoQ.就活スタート時点で、水コンサルタントになろうと
決めていましたか？

2023.03

地域の水と環境を支える

水コンサルの仕事を
覗いてみよう

協会ホームページ
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水コン協中部支部会員会社一覧
【本社会員】
(株)大場上下水道設計
(株)オリンピアコンサルタント
(株)カギテック
(株)共同設計
(株)小林設計事務所
(株)三祐コンサルタンツ
(株)サンワコン
(株)白岩設計
(株)新光コンサルタント
新日本設計(株)
(株)太陽建設コンサルタント
(株)俵設計
中央コンサルタンツ(株)
(株)中央設計技術研究所
中日コンサルタント(株)
(株)中部綜合コンサルタント
中部復建(株)
(株)東洋設計
中日本建設コンサルタント(株)
NiX JAPAN(株)
日本工営都市空間(株)
若鈴コンサルタンツ(株)

【支店等会員】
(株)NJS 名古屋総合事務所 
オリジナル設計(株)  愛知事務所
協和設計(株)  名古屋支店
(株)三協技術  北陸支店
(株)三水コンサルタント  中部支社
(株)東京設計事務所  名古屋支所
(株)日水コン  名古屋支所
(株)日本水工コンサルタント  名古屋事務所
日本水工設計(株)  名古屋支社
(株)日本インシーク  名古屋支社
(株)ニュージェック  中部支店
パシフィックコンサルタンツ(株)  中部支社

 
〒４３５‐００５４　浜松市中央区早出町1134
〒５０３‐０８０３　大垣市小野4-40-1
〒５１５‐００５５　松阪市田村町341-1
〒９２１‐８０６１　金沢市森戸1-60-1
〒４４４‐０００９　岡崎市小呂町字3-28-1
〒４６１‐０００２　名古屋市東区代官町35-16
〒９１８‐８５２５　福井市花堂北1-7-25
〒４３２‐８０２２　浜松市中央区山手町31-2
〒９５０‐０９６５　新潟市中央区新光町1-1
〒３８０‐０９１７　長野市稲葉2561
〒５００‐８８６８　岐阜市光明町3-1
〒９２１‐８１５４　金沢市高尾南3-37
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内3-22-1
〒９２０‐００３１　金沢市広岡3-3-77
〒４４４‐００６７　岡崎市錦町10-18
〒４３０‐０９４６　浜松市中央区元城町222-2
〒４６６‐００５９　名古屋市昭和区福江1-1805
〒９２０‐００１６　金沢市諸江町中丁212-1
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内1-16-15
〒９３０‐０８５７　富山市奥田新町1-23
〒４６１‐０００５　名古屋市東区東桜2-17-14
〒４５２‐０８２２　名古屋市西区中小田井5-450
 

〒４６０‐００２２　名古屋市中区金山1-14-18
〒４６０‐０００３　名古屋市中区錦1-10-27
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内1-10-29
〒９２０‐０９０１　金沢市彦三町1-1-1
〒４６０‐０００８　名古屋市中区栄2-11-19
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内2-18-25
〒４５６‐００１６　名古屋市熱田区五本松町7-30
〒４５３‐００１６　名古屋市中村区竹橋町5-10
〒４６０‐０００８　名古屋市中区栄1-2-7
〒４６０‐０００２　名古屋市中区丸の内3-21-25
〒４６０‐０００３　名古屋市中区錦２-9-29
〒４５１‐００４５　名古屋市西区名駅1-1-17

（ 令和7年4月1日現在 ）

40 周年記念事業実行委員会

【実行委員長】 久野 格彦　【委員】 伊藤 久也 ／ 岩田 繁嘉 ／ 鈴木 貴雄 ／ 牧　 幹人 ／ 山田　 亨 ／ 吉川　 圭
【事務局】 栗本 和明 （事務長） ／ 吉見 達也 ／ 松原 智則



〒460-0002 名古屋市中区丸の内一丁目16番15号
名古屋シミズ富国生命ビル12F　中日本建設コンサルタント㈱ 内
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